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不妊手術済みの目印として
耳先をカットされた地域猫

地域版防災マップ

歳
以
下
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
向
け
た
予
約
シ
ス
テ
ム
や
体

制
は
。

市
長

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
体

制
強
化
や
申
込
方
法
の
拡
大
準
備

を
進
め
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

接
種
体
制
が
市
民
の
皆
様
に
と
っ

て
一
番
い
い
形
に
な
る
の
か
慎
重

に
考
え
て
い
る
。

耕
作
放
棄
地
は
、
周
辺
の

農
地
に
大
変
な
迷
惑
を
か
け
て
い

る
。
農
業
委
員
会
の
判
断
で
市
が

草
刈
り
の
補
助
金
を
出
す
な
ど
、

支
援
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

経
済
環
境
部
長

土
地
所
有
者

以
外
の
農
業
者
が
耕
作
地
を
借
り
、

農
地
と
し
て
再
生
ま
た
は
有
効
活

用
を
図
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

支
援
し
て
い
き
た
い
。

全
国
の
自
治
体
で
、
事
業

・
取
り
組
み
に
対
し
て
使
途
を
限

定
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
や
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と

納
税
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
全
国

小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
、
文

化
・
音
楽
活
動
団
体
や
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
団
体

の
支
援
へ
の
活
用
も
有
効
と
考
え

る
が
、
市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

総
務
部
長

今
後
、
新
型
コ
ロ

ナ
が
終
息
に
向
か
い
、
事
業
実
施

が
確
実
に
見
通
せ
る
状
況
に
な
っ

た
段
階
で
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
関

わ
る
苦
情
や
殺
処
分
の
減
少
を
目

指
す
活
動
を
行
わ
れ
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
、
猫
の
避
妊
・
去
勢

手
術
費
用
の
助
成
を
。

経
済
環
境
部
長

現
在
の
と
こ

ろ
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

自
然
災
害
や
疫
病
、
少
子

高
齢
化
社
会
、
持
続
可
能
な
行
財

政
運
営
な
ど
に
、
今
後
想
定
さ
れ

る
本
市
の
リ
ス
ク
管
理
を
問
う
。

市
長

京
田
辺
市
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
は
、
災
害
等
に
対
し
平

時
か
ら
の
取
り
組
み
を
幅
広
く
位

置
付
け
た
計
画
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
も
と
で
避
難
情
報
や
地
域
版

防
災
マ
ッ
プ
な
ど
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
生
活
し
て
い
る
場
所
で
想

定
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
正
し
く
認
識

し
て
い
た
だ
き
、
自
分
の
身
を
守

る
迅
速
な
行
動
を
促
す
周
知
が
最

も
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の
た
め

の
リ
ス
ク
対
応
に
つ
い
て
は
、
行

政
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル

に
よ
る
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

京
田
辺
市
国
土
強
靭
化
地

域
計
画
は
、
災
害
に
対
す
る
リ
ス

ク
ヘ
ッ
ジ
や
起
き
て
は
な
ら
な
い

最
悪
の
事
態
の
評
価
な
ど
を
定
め

て
お
り
、
そ
の
内
容
は
高
く
評
価

し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
の
内

容
は
市
民
に
浸
透
し
て
い
る
の
か
。

危
機
管
理
監

災
害
に
関
し
て

起
き
て
は
な
ら
な
い
最
悪
の
事
態

を
市
民
に
具
体
的
に
伝
え
る
こ
と

が
重
要
。
広
報
紙
や
出
前
講
座
な

ど
に
よ
り
周
知
し
て
い
き
た
い
。

効
率
的
な
行
財
政
運
営
の

観
点
か
ら
、
産
業
立
地
を
推
進
し

積
極
的
な
財
源
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
が
重
要
だ
が
市
の
認
識
は
。

企
画
政
策
部
長

産
業
立
地
は

税
収
や
雇
用
効
果
が
大
き
い
と
認

識
。
今
後
も
施
策
の
推
進
に
は
京

田
辺
松
井
イ
ン
タ
ー
や
大
住
、
田

辺
西
等
の
工
業
地
区
に
て
自
然
や

農
地
、
集
落
等
と
の
調
和
を
図
り

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の

整
合
の
も
と
計
画
推
進
し
た
い
。

環境省と厚生労働省が作成した、
マスク着用による熱中症の予防啓発

リーフレットより抜粋

京都市、向日市、八幡市で発行されている
生理用品配布支援カード

生
理
の
貧
困

対
策
と

し
て
今
、
政
府
か
ら
の
財
政
的
支

援
等
を
活
用
し
て
全
国
で
２
５
５

の
自
治
体
を
超
え
て
取
り
組
み
が

広
が
っ
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
視
点
か
ら
も
重
要
な
課
題
。

本
市
で
も
生
活
が
困
窮
す
る
方
へ

の
生
理
用
品
の
無
料
配
布
、
公
共

施
設
窓
口
や
ト
イ
レ
へ
の
設
置
を
。

市
民
部
長

孤
独
、
孤
立
で
不

安
を
抱
え
る
女
性
が
社
会
と
の
絆
、

つ
な
が
り
を
回
復
で
き
る
貧
困
対

策
は
重
要
な
こ
と
で
、
生
理
用
品

の
提
供
も
考
え
て
い
く
。

市
民
が
取
り
組
ま
れ
て
い

る
食
料
や
日
常
用
品
の
支
援
活
動

等
で
も
生
理
用
品
の
提
供
が
で
き

る
よ
う
、
市
と
し
て
も
支
援
を
。

健
康
福
祉
部
長

今
後
、
防
災

備
蓄
品
の
更
新
時
期
に
は
市
民
団

体
や
関
係
部
署
と
協
議
し
、
支
援

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
検
討
す
る
。

小
・
中
学
校
に
お
い
て
も

保
健
室
で
の
提
供
だ
け
で
な
く
女

子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
設
置
を
。

教
育
長

本
当
に
必
要
な
児
童

・
生
徒
に
行
き
渡
る
よ
う
に
、
衛

生
用
品
の
適
切
な
管
理
の
観
点
か

ら
ト
イ
レ
に
は
置
か
ず
、
今
後
も

手
渡
し
で
行
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
お
け
る
障
が
い
者
、
高
齢
者

へ
の
適
切
な
相
談
体
制
の
確
保
や

情
報
周
知
の
取
り
組
み
を
。

健
康
福
祉
部
長

聴
覚
障
害
者

協
会
や
難
聴
者
協
会
を
通
じ
周
知

を
行
い
、
接
種
希
望
者
に
予
約
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
視
覚
障
が
い

者
に
は
市
の
通
知
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
封
筒
で
対
応
し
た
。

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
で
い
る
方
へ
の
対
策
は
。

健
康
福
祉
部
長

対
象
者
の
把

握
、
対
策
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
。

本
市
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

有
無
に
よ
る
差
別
を
含
む
新
型
コ

ロ
ナ
に
関
す
る
差
別
禁
止
条
例
の

制
定
を
求
め
る
。

市
民
部
長

条
例
制
定
の
考
え

は
な
い
が
、
偏
見
や
差
別
を
防
止

す
る
観
点
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
の
啓
発
、
研
修
会
の
開
催
な

ど
理
解
促
進
に
つ
な
が
る
取
組
み

を
今
後
も
引
き
続
き
実
施
す
る
。

幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定

こ
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
に
お
け

る
マ
ス
ク
及
び
熱
中
症
対
策
の
現

状
と
取
り
組
み
は
。

こ
ど
も
政
策
監

３
歳
以
上
は

原
則
マ
ス
ク
着
用
だ
が
、
必
要
に

応
じ
て
外
し
水
分
補
給
で
対
応
。

教
育
部
長

マ
ス
ク
着
用
を
基

本
と
し
な
が
ら
、
場
合
に
よ
り
外

す
指
導
や
水
分
を
摂
る
時
間
を
設

け
て
い
る
。
今
後
取
り
組
み
を
一

層
徹
底
し
熱
中
症
防
止
に
努
め
る
。

校
庭
の
一
角
を
食
育
菜
園

に
し
、
皆
で
作
物
を
育
て
調
理
し

て
食
べ
る
ま
で
を
さ
ま
ざ
ま
な
教

科
と
連
動
し
て
学
ぶ
エ
デ
ィ
ブ
ル

・
ス
ク
ー
ル
ヤ
ー
ド
（
学
校
食
育

菜
園
）
の
実
践
を
提
案
す
る
。

教
育
部
長

校
内
で
花
や
野
菜

の
栽
培
、
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど

の
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

こ
ど
も
・
若
者
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
貧
困
、
虐
待
、
い
じ

め
、
不
登
校
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ

も
り
な
ど
が
複
合
的
に
絡
ま
っ
て

い
る
。

こ
ど
も
若
者
計
画

を

策
定
し
、
安
心
し
て
自
分
ら
し
い

人
生
が
送
れ
る
よ
う
支
援
体
制
を

整
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

健
康
福
祉
部
長

計
画
策
定
の

予
定
は
な
い
が
、
既
存
の
サ
ー
ビ

ス
や
仕
組
み
だ
け
で
な
く
、
分
野

横
断
的
に
連
携
し
て
支
え
て
い
く

仕
組
み
が
必
要
と
考
え
る
。

年（令和 年） 月 日


